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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，東アジアの交流史に着目して日中韓の研究者が共同開発した『国際
理解の視点に立った東アジア交流史の社会科教材開発』（課題番号：24531177）の成果をさらに深めるととも
に，それら教材の実践および普及を行なうことである。3年間の研究活動では，開発した教材の有効性を確かめ
るために日中韓の研究者が高校教師とともに授業を行い，教材内容や授業の様子をHPに掲載しその普及に努め，
最終年度にその成果を『交流史から学ぶ東アジア－食・人・歴史でつくる教材と授業実践－』（明石書店，2018
年）として刊行した。本研究の成果は東アジアの隣国理解を深めることに貢献することが期待されている。

研究成果の概要（英文）：There are two main aims of this project; application of the program and 
dissemination of the teaching materials, developed as the result of the previous project (JSPS 
KAKENHI Grant Number 24531177) by researchers of Japan, China and Korea. To achieve the purpose of 
this project, the developed teaching materials were applied by researchers and teachers in six 
different schools to improve the program. Some lessons using the teaching materials focusing on the 
history of exchange in East Asia were carried out by the project members and high school teachers. 
The research activity reports and lesson plans have been uploaded and published on the internet so 
that anyone can use them. The book “Learning East Asia from the history of exchange; Teaching 
Materials and Lesson Plans using Food, People, and History (Akashishoten, 2018)” was published as 
the final result of this project. The results of this project are expected to contribute to the 
mutual understanding among children in East Asia.

研究分野：社会科教育、国際理解教育
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１．研究開始当初の背景 
 日本の近隣諸国である韓国や中国など，い
わゆる東アジアから向けられる日本に対す
る視点は相当厳しい。日本による過去の植民
地支配や占領に関する歴史認識および戦後
補償問題，尖閣諸島や竹島などの領土問題な
ど，戦後 70 年近く経った今でも解決できて
いない問題が山積している。現在，外交的に
も経済的にも政府や民間から多様なアプロ
ーチで解決策がとられているが，教育におい
ても，特に社会科教育においても果たすべき
役割は大きい。その中心になるのは，「国際
理解」の視点である。 
日本の社会科の場合，学習指導要領の目標

は，「グローバル化する国際社会に主体的に
生きる平和で民主的な国家及び社会の形成
者に必要な公民としての資質・能力の基礎」
を養うこととされ，これが「究極的なねらい」
である。この目標を達成するためには，あら
ゆる側面にわたって，国際理解の視点を活か
した授業を構想していく必要がある。 
特にグローバル化とともに進む地域統合

の流れの中で，2000 年代に入り「東アジア共
同体」といった声が聞かれるようになった。
教科書問題など国際的な外交・政治問題とな
った歴史教育では，日本・韓国・中国の三国
の市民が葛藤の解消に向けて共同研究を行
う場合も見られる。しかし，社会科教育全体
から見れば，そのような東アジア的な活動や
実践は少ない。 
このような現状を踏まえて，2012 年度から

3 年間，研究代表者の高吉嬉を中心に日中韓
の 6 名の研究者が集まって，東アジアの人や
モノの交流史に着目して，共同で『国際理解
の視点に立った東アジア交流史の社会科教
材開発』（科学研究費補助金基盤研究（C）：
24531177）を実施した。本研究はその成果を
継承・発展させるものである。 
 

２．研究の目的 
本研究（課題番号：15K04400）は，上記の

『国際理解の視点に立った東アジア交流史
の社会科教材開発』の成果を踏まえて，さら
にその教材開発を進めて内容を深めるとと
もに，それら教材の有効性を確かめるために
実際に授業実践を行い，HP での公表や本の刊
行等により普及につなげていくことを目的
としている。これら一連の活動を通じて改良
された東アジアの交流史教材は，東アジアに
生きる子どもや教員の認識変容を促し，隣国
認識を深めることに貢献することが期待さ
れる。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，国際理解の視点から東アジア
の共通歴史教材の実践および普及を目的と
し，以下の 2 点を実施する。 
1 点目は，さらなる教材開発と並行して，

実践を行なう。開発した教材の有効性を確か
めるために，学校現場での実践より明らかに

する。各国の高校教員と連絡を取りながら，
日本と韓国・中国の学校を訪問し，開発した
教材の内容や方法に関して実践での有効性
を検討する。 
2 点目は，実践と並行して開発した教材の

普及を行なう。高校において授業実践を行な
いながら，すでに運用しているＨＰ上で教材
や授業実践の様子を公開し，その普及を図る。 
 上記の内容および方法により，開発した教
材の検証，一般化という一連の作業を継続し
て行なっていく。そして，日本と韓国・中国
の社会科教育の関係者に積極的に教材を提
案していく。 
 
４．研究成果 
 教材の実践および普及を増進するために，
計画された研究課題をおおむね順調に進め
てきたといえる。 
第一に，交流史というキーワードで開発し

てきた教材の有効性を確かめるために，日中
韓の研究者が高校教師とともに授業実践を
行なった。例えば，広島県立戸手高等学校で
の日中韓の箸文化に関する授業（蔡秋英，
2016 年 3月 14 日），釜山大学校師範大学附属
高等学校での昆布に関する授業（金玹辰，
2016 年 9 月 5 日），千葉県立安房高校での創
氏改名に関する授業（坂田彩実，2016 年 9 月
16 日），山形学院高校での「在朝日本人二世」
のアイデンティティに関する授業（高吉嬉・
石川学，2017 年 7 月 12 日と 19 日）などがあ
げられる。 
 第二に，教材内容や授業の様子をＨＰ
(http://www.juen.ac.jp/kaken/24531177/i
ndex.html）に掲載し，2018年 5月 31日現在，
1,255 人のヒット数を挙げるなど，教材の普
及に成果をあげてきた。 
第三に，最終年度には 3 年間の研究成果を

まとめて，『交流史から学ぶ東アジア－食・
人・歴史でつくる教材と授業実践－』（明石
書店，2018 年 2 月）として刊行し，これまで
開発してきた教材の普及を行った。（<表 1>，
参照）。 
  
<表 1> 『交流史から学ぶ東アジア－食・人・
歴史でつくる教材と授業実践－』（全 136 頁） 
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